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井 利 夫 (北大履 )
BaTiO5系 強誘電体 の相転移
BaTi05の強誘電的相転掛 ま一次であるが ･これは電気歪 の影響によるも









で与 えられる〔 Eoは電子分在のみによる誘電率 ･o>lj.{･)tjはそれぞれ
光学的縦波 ･横波分枝 の伝播常数 k- Oに対する角腹藷数である{-, 白,tiの
うち最小のものをO,t･lとするo 最近 SrTiC,Sについて翫 rkel1-と Tinkham
は赤外反射率 ,Cowleyは中性子非弾性散乱 の測定紅 より5-ccの慌顔が
0,t1- 0にあることを示 した〔
Andersonは BaTiOS車の光学的分枝 ･音響学的分枝の振動 の
anharmonicityを摂動項 として考 え.各 モ- ド問の相互作用を
effectiveHamiltonianを用いて論 じたが .その結果に よると .イオン
変位に伴 うイオン間静電的相互作用の変化分 (dipole-dipole庵 互作用
の項 )によっ てO,tl はそれ 自体として不安定なモー ドであるが ･温寝窄上
が り各 モー ドの振巾がふえるとモー ド間の相互作用が数 しくなり･その結果
として安定化 されることとなる, 或は こg)ことを逆にいうと ･高温か ら温乾





結 晶 格 子 力 学 国 際 会 議
堀 淳 一 (北大理 )
去る8月上旬に .Copenhagenで結晶格子力学の国際会議 Hnternati-
oflalConferenceonLattic占Dynamics)が開かれました〔何故梅子
力学の会議が Copenhagenで開かれたかにっいてはよく分 りませんが ,研
究者が ヨ- ロツパに多く .且つ比戟的一様に各国に分散 していることと ,
WaHerや Lundquistなどの有力な研究者が北欧にいることか ら,研究者
分布のほ･ゞ 重心にあた り,また国際的な性格の強い場所 としてCopenhagen
が選ばれたものと思われます〔 Copenhagen大学のDr.Nielsen.の話によ
ります と,デ ンマークでも最近漸 (物性物選の研究に力が入れ られるよう庭
なり .研究者の待遇も飛躍的によくJなって来た由で .現にH.C.¢rsted I
Ⅰnstitutという物性研究を目的とする大 きな研究所が出来つつあ ります｡
まだ全 部は完成 していないとのことでしたが .Conferenceはその出来上
ったばやゝ りの新 しいAuditoriuTn で行われましたo Bohrの頗論物塵学研
究所は Faelled parkenという大 きな公園の南の隅にありますが ,¢rsted
lnstitutは Anatomisk lnstitutなどと一緒にその丁蜜反対側の北の
隅の ,Universitets parkenと呼ばれ ている一角にありますO会場を出
て少 し歩 くと深 々とした森に囲まれた広大な公園の芝生に出ますが .北欧の
夏 らしいのどかな風景が展開 されていて ,戸谷 さんが大変喜んでおられ まし
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